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令和４年度事業報告 

 

Ⅰ 法人運営事業 

 

１ 会 議 

(1) 理事会  

 ◇第 1回 

   時 期：令和４年５月 

議 題：① 令和３年度事業報告（案） 

② 令和３年度決算報告（案） 

   ③ 諸規則等の一部改正（案） 

   ④ 評議員選任・解任委員会委員の選任（案） 

   ⑤ 定時評議員会の開催（案） 

    

◇第２回 

     時 期：令和５年３月 

議 題：① 令和４年補正予算（案） 

   ② 令和５年度事業計画及び予算（案） 

   ③ エレベーター及び電話交換機等入替工事にともなう 

修繕積立金の取り崩し（案） 

   ④ 諸規程の一部改正（案） 

   ⑤ 役員等賠償責任保険契約の締結（案） 

   ⑥ 評議員会の開催(案) 

    

（2）評議員会 

   ◇第１回 

   時 期：令和４年６月 

議 題：① 令和３年度事業報告（案） 

② 令和３年度決算報告（案） 

    

◇第２回 

     時 期：令和５年３月 

議 題：① 令和４年補正予算（案） 

   ② 令和５年度事業計画及び予算（案） 
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   ③ エレベーター及び電話交換機等入替工事にともなう 

修繕積立金の取り崩し（案） 

      【報告事項】諸規則の一部改正について 

    

２ 基盤整備 

会員会費制度の確立 

  加入状況  個人会員   １１５人 

        法人会員     ５法人 

        団体会員    ３５団体 

 

３ 広報・啓発 

(1) 区社協広報紙「区社協だより」の発行 

発 行 月  令和４年 ７月（第６８号）、１０月（第６９号） 

      令和５年 ２月（第７０号） 

発行部数  各３４，５００部 

配布方法  新聞折込み、法人会員、善意銀行預託者、区内小学校・中学校、 

          ボランティア・市民活動センター登録者に郵送、関係機関に 

配布・周知依頼 

(2) 区の広報紙「広報ちゅうおう」による広報 

     発 行 日  毎月１日 

     内  容  ①区社協通信：（啓発）介護予防「なにわ元気塾」等情報 

                  （事業）包括支援センター「認知症講演会」、 

ボランティアステップアップ講座等

情報 

            ②各施設だより：東・南老人福祉センター、子ども・子育て

プラザの取組み等情報 

 

４ 善意銀行の運営 

皆様からの善意の金銭や物品をお預かり（預託）し、必要としている福祉関係機関・ 

団体等に活用（払出）しました。 

預  託   ３１件（金銭  １件、物品３０件） 

払   出   １８３件（金銭  ２６件、物品１５７件） 
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Ⅱ 地域福祉推進事業 

１ 地域社協支援事業 

(1) 地域社協助成金の交付 

地域社協に交付 

(2) 地域支援活動の推進 

   地域住民の参加と協力による支え合い、助け合い活動を支援 

 

２ ⅠＣＴを活用した地域活動支援事業（桃谷地域協働実施） 

(1)「スマホを勉強しボランティア講師になろう！」の開催 

・講座日：３月１９日(日)、２５日(土) 

 （内容）Googleレンズ、Wi－Fiとセキュリティ、ＬＩＮＥの便利機能 

 (2)桃谷スマホサポーター活動（活動は第２土曜１０～１１時） 

   ４月９日、６月１１日、７月９日、９月１０日、１１月２日、１２月１０日、 

２月１１日、３月１１日 

なお、１２月１０日はスマホでの大阪市プレミアム商品券の使い方 

２月１１日は Pay payについてを実施 

 

３ 高齢者福祉（高齢者福祉月間）事業 

(1) 金婚夫婦観劇会 

日  時  令和４年９月１５日（木） 

場  所  なんばグランド花月 

次  第  観劇、記念撮影、お祝い品贈呈 

参加申込  １７組（昨年度２７組） 

(2) 高齢者訪問  

訪   問   コロナ対策のためお祝い訪問は実施せず（お祝い品贈呈のみ） 

対 象 者  中央区在住の１００歳を迎えられた方 １９人 

(3) 敬老観劇会 

日  時  令和４年９月１６日（金） 

場  所  なんばグランド花月 

参 加 者  吉本興業株式会社様のご厚意により７０歳以上の方、合計１４８人

を招待 

 

４ 障がい者福祉事業 

【Ｗ大阪招待イベント】 

日  時  令和４年１１月２３日（祝） 

場  所  Ｗ大阪 

対 象 者  平成１７年４月１日以降に生まれた児童とそのご家族など 
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参加人数  ６組１４人（保護者６人、お子様８人） 

内  容  保護者様（Ｗ大阪館内見学、職業体験見学、親子でティータイム） 

お子様(職業体験（ナフキンたたみ、シルバー磨き、パンとケーキ 

の仕上げ） 

 

５ 中央区子どもの居場所連絡会との協働 

   中央区内の子ども支援活動を行っている活動者や活動を支援する企業等との連

絡会「中央区子どもの居場所連絡会」の事務局として子どもの居場所活動の情報共

有、活動者への支援、子ども支援に関する問題解決に向けたイベントの企画・広報

を実施 

 

・幹事会７回、定例会６回 

・南小学校フードパントリー 

日時：６月１１日（土）１０時～１４時 １２５人来場 

場所：南小学校 

・北御堂フードパントリー＆ワークパントリー 

実 施 日：  ７月２９日（金）・３０日（土）   ８６８人来場 

１２月１６日（金）・１７日（土） １，５２４人来場 

実施場所：本願寺津村別院（北御堂） 

   ・きらめきクリスマスマーケット 

実 施 日：１２月２４日（土） 

実施場所：もりのみやキューズモールＢＡＳＥ 

 

６ 「中央区地域福祉ビジョン」の推進 

   中央区地域福祉アクションプランから継続して活動し地域福祉ビジョンへと引

き継がれている活動の推進 

（1）「ＨＡＮＤＳちゅうおう」 

   ・幹事会１１回（８月休み）、定例会１０回（８、１２月休み） 

   ・バリアフリー上映会 

     日 時：令和４年６月４日（土） １３時～１５時３０分 

     内 容：「心の傷を癒すということ」 

     場 所：Ｊ：ＣＯＭ中央区民センター 

参加者：１１１人 

    ・１０月９日（日）「空堀☆桃谷ふれ愛まつり」にてバザーを実施 

 

（2）「子育て支援はぐ・スマイル」  

   ・定例会 ８月、２月 幹事会 ７月、１月 
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    各地域の子育てサークルなどで、防災意識の向上と地域とのつながりを作る

ための方法について検討 

 

（3）「中央区フィランソロピー懇談会（ＣＦＫ）」 

   ・幹事会・定例会（毎月１回ずつ区在宅サービスセンターとオンラインでのハ

イブリッド開催）  

 

 (4)はぐ・スマイル、HANDSちゅうおう、ＣＦＫ３者合同イベント開催に向けた検討 

   １月、３月各団体幹事等による打合せ 

 

７ 専門部会への協力  

 (1) 子育て支援専門部会への協力 

(2) 自立支援協議会（障がい者専門部会）への協力 

(3) 地域ケア会議の開催・参加 

 

８ 他機関との連携 

(1)子育て支援専門部会、地域自立支援協議会への協力 

(2)中央区子育て応援団、生涯学習等連絡会議への協力 

 

９ 地域福祉事業 

車いす貸出事業 

（1）貸出延べ件数 

個人 １６２人、 団体 ４団体 

（2）地域社会福祉協議会への貸出状況 

１６台(令和５年３月現在) 

（内訳） 愛日１台、集英２台、南大江２台、東平２台、金甌２台、 

大宝２台、道仁１台、河原２台、高津２台 

 

１０ 職員研修 （参加方法は、直接参加またはＷＥＢ参加） 

(1) 大阪市社会福祉協議会、他団体主催の人権研修会への参加 

(2) 各職種、業務担当別研修会への参加 

 

１１ その他  

(1) 共同募金運動への協力 

  ① 共同募金の受付と送金 

② 共同募金配分金を地域社協、各種団体・事業へ配分し事業に活用 

  ③ 歳末助け合い運動への協力 
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 (2) 日本赤十字社社資募集や各種事業への協力 

 (3) 大阪市社会福祉大会  

（大阪市長表彰） 

    バルーンアート同好会 

    年中夢求隊 

  （大阪市長感謝） 

    南 良知 

    梶川 和隆 

    柴田 裕旦 

 

 

Ⅲ 中央区ボランティア･市民活動センター 

 

１ 運営・基盤事業 

(1)ボランティア・市民活動センター運営委員会 

①開催日：令和４年９月２９日(木) 

  場 所：ふれあいセンターもも 

  議 題：・令和４年度の上半期報告 

      ・令和４年度の下半期予定 

      ・ボラセンパンフレットの作成について 

②開催日：令和５年３月３０日(木) 

  場 所：ふれあいセンターもも 

  議 題：・令和４年度の下半期報告 

      ・令和５年度の年間計画について 

      ・ボラセンパンフレットについて 

 

２ 啓発・広報事業 

(1) 「広報ちゅうおう」にボランティアスクール情報を掲載 

(2) 「中央区社協だより」(年３回発行)にボランティア情報を掲載 

(3) 区社協のホームページにボランティア募集・養成講座の広報を掲載 

(4) 生涯学習関連施設連絡会「生涯学習フェスタ」にてボランティアスタートアップ 

  講座を開催 

 

３ ボランティア養成事業  

(1) 夏のボランティア体験（デイサービス夏まつり体験）（７名） 

(2) 災害ボランティアちょこっと体験（３１名） 

(3) はじめの一歩！ボランティアスタートアップ講座（１０/８：１２名、１０/１５：
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１３名、１０/２２：２０名、１０/２９：４１名(受講生１１人＋登録ボランテ

ィア３０名)） 

 

４ 活動支援事業 

(1) パフォーマンスボランティア活動の支援（活動のコーディネート） 

(2) 保育ボランティア活動の支援（活動のコーディネート） 

(3) 団塊・シニア世代グループの支援（月１回定例会・役員会の支援） 

(4) 古切手活動の支援（定例活動１２回） 

(5) エコキャップ活動の支援（定例活動１２回） 

(6) 区社協デイサービスでの活動の支援（活動のコーディネート） 

(7) 音訳ボランティアグループの支援（活動日調整） 

(8) 登録ボランティアグループの支援（活動相談及び情報発信） 

 (9) 子どもの居場所づくり(学習支援・子ども食堂)活動への支援 

(10)福祉ボランティア活動応援資金の受付（受付９件） 

(11)登録ボランティアへの情報発信（１２回）及び活動の需給調整 

 

５ その他事業 

(1) ボランティアの需給調整 

(2) ボランティア登録の面接及び受付 

(3) ボランティア保険の受付及び事務処理 

(4) 福祉教育の実施（当事者の話、車いす・アイマスク体験等 合計５回） 

 

６ 協働・共催事業について 

(1) 中央区フィランソロピー懇談会の支援 

(2) 中央区生涯学習関連施設連絡会への参画（中央区役所） 

 

７ ボランティア登録数（令和５年３月末現在） 

個人：１６９名  グループ：３４グループ 
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Ⅳ 地域における要援護者の見守りネットワーク強化事業 

   

  少子高齢化の進行や社会経済情勢の変化、地域におけるつながりの希薄化などを背

景に、いわゆる「孤独死」に代表されるような社会的孤立など地域における生活課題

は深刻化しています。このような課題に対応していくために、大阪市では「地域にお

ける要援護者の見守りネットワーク強化事業」が平成２７年度より開始され、本会に

「見守り相談室」を開設しました。 

「見守り相談室」では、区役所と協働し、誰もが住み慣れた地域で孤立することな

く安心して生活できるよう、３つの機能を持ったこの事業に取組みました。 

 

事業内容 

機能①  要援護者名簿に係る同意確認・名簿整備 

  行政情報を基に同意書を送付し、同意確認の取れた要支援者の名簿を地域の

見守りや災害時の要援護者名簿として提供する。 

同意書送付数 同意 不同意 回収率 
地域提供 

リスト総数 

１，０６７ ２５０ ２４１ ４６．０１％ ９８７ 

 

機能②   

見守り支援ネットワーカーによる孤立世帯への専門的対応支援につながらず 

地域の中で埋もれている要援護者や孤立死のリスクを抱える要援護者等の相談

支援 

 

   (1) 個別相談実施状況 

・訪問による相談・支援延件数 ３３５件 

・電話による相談・支援延件数 ９３５件 

・来所による相談・支援延件数  ９６件 

・その他           １８８件 

  計          １，５５４件 

   (2) 主な相談支援内容 

  ・経済・生活問題       ３６７件 

  ・保健・医療         １７３件 

  ・子育て            １２件 

  ・いきがいづくり         ８件 

  ・家族・家庭          ２４件 

  ・ゴミ屋敷           ３９件 

  ・福祉サービス        ４１５件 
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  ・介護             ４９件 

  ・就労              ０件 

  ・虐待              ４件 

  ・見守り訪問         ９８７件 

  ・その他           ３１３件 

    計          ２，３９１件 

 

機能③  認知症高齢者等の行方不明時の早期発見 

        認知症高齢等に対する見守りネットワークを構築し、行方不明になった場合

に早期発見・保護につなげる仕組みを構築する。 

    民生委員と地域福祉コーディネーターや介護事業所・金融機関等が協力者と

して登録している。 

 

見守りメール協力者数 

民生委員 
地域福祉 

コーディネーター 

その他 

（介護事業所他） 
合 計 

８２人      １６人 １０５人 ２０３人 

 

 

Ⅴ 地域福祉見守り活動事業 

 

中央区の独自事業として、地域社協ごとに「地域福祉コーディネーター」を配置し、

６５歳以上の高齢者、障がい者等の要援護世帯に対し、福祉相談や定期的な訪問を行

い、ニーズの把握に努めました。また、「地域における要援護者の見守りネットワー

ク強化事業」により、把握した新たな要援護者についても、民生委員と連携し、見守

り活動を行いました。 

 

＜事業内容＞ 

① 福祉相談や日常的な見守り 

② 関係機関への連絡調整 

③ その他、地域福祉見守り活動の推進に関すること  

 

＜相談件数＞ 

訪問による相談延件数      ６，０６９件 

電話による相談延件数       ２，９１４件 

来所による相談延件数    ５，２５９件 

その他            １，３５８件 

合 計     １５，６００件 
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＜主な相談内容＞ 

生活上のこと       １０，４８９件 

家族のこと                    ３８７件 

家族介護のこと           １，６２３件 

その他                    ３，１０１件 

        合 計         １５，６００件 

 

○ 地域福祉コーディネーターの活動支援 

①地域福祉コーディネーター連絡会  ※定例開催 計７回 

     開催日時  隔月第２木曜日 

     場    所  ふれあいセンターもも 

    主な内容  各地域の見守り活動の情報交換、意見交換、事務連絡等 

    ②地域福祉コーディネーター研修会（計４回） 

 

○ 広報・啓発 

     「見守り協力者連絡会」において、参加者へ啓発物品を配付 

 

〇  認知症サポーター養成講座の実施 

厚生労働省の「認知症を知り地域をつくる」キャンペーンとしての「認知症サポ

ーター養成講座」は、認知症について正しい知識をもち、認知症の方や家族を支援

し、誰もが暮らしやすい地域づくりにご協力いただくボランティアを養成する活動

で、認知症サポーターには「認知症サポーターカード」をお渡ししています。 

 

 ＜令和４年度実施状況＞ 

対 象 者   区内在住または在勤で認知症について関心のある個人 

           学校・団体・企業など 

 開催回数   ２５回  

   受講者数   ５０５名 

   キャラバン・メイト連絡会の開催 ６回 
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Ⅵ 生活福祉資金貸付事業 

 

 大阪市社会福祉協議会の委託を受けて生活福祉資金貸付業務を開始し、低所得者、

障がい者または高齢者の世帯に対し、資金の貸付と必要な支援を行い、経済的自立及

び生活意欲の助長促進ならびに社会参加の促進を図るなど安定した生活を送れるよう

に実施しました。 

 

(1) 通常の貸付 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 新型コロナウイルス感染症特例貸付（令和４年４月～令和４年９月） 

     相談件数                     （件） 

 電話相談 窓口相談 相談合計 

緊急小口資金 １６０ １５６ ３１６ 

総合支援資金 １６２ ２９０ ４５２ 

合    計 ３２２ ４４６ ７６８ 

  申請件数        （件） 

 申請数 

緊急小口資金 ３０１ 

総合支援資金 ２６０ 

合    計 ５６１ 

 

償還に関する相談（令和４年１０月～令和５年３月）  

（件） 

 電話相談 窓口相談 相談合計 

償還に関する 

相談・問合せ 
１７１ １１９ ２９０ 

 

 

 

    件数          

種類 

相談件数(延べ) 

緊急小口資金     ５５件 

総合支援資金     ７件 

生活福祉資金     ５０件 

教育支援資金     ４０件 
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Ⅶ 生活困窮者自立相談支援事業 

 

平成２７年度から大阪市の委託を受けて生活困窮者自立相談支援業務を区役所４

階で行っています。生活困窮者が抱える多様で複合的な問題について、生活困窮者及

び生活困窮者の家族その他の関係者からの相談に応じ、必要な情報提供及び助言並び

に関係機関との連絡調整を行うとともに、生活困窮者に対する支援の種類及び内容等

を記載した計画の作成、生活困窮者に対する様々な支援を包括的かつ計画的に行うこ

とにより、生活困窮者の自立の促進を図ることを目的とし、断らない相談支援の体制

づくりに取り組みました。 

相談件数 新規相談件数：８０１件 

継続支援 数：１６３件 

相談者の傾向： 

年齢層も幅広く１０代から９０代まで相談があった。 

外国籍の方の相談が１８％程になっている。 

住居確保給付金についての相談は令和２．３年度に比べ減

少傾向ではあるが、電話で１０２件、対面で１９５件、制度

の説明を行っている状況である。他の相談は経済的な困窮と

いう訴えが多く、お金を貸してほしいという訴えから相談に

つながることが多い。家を失い中央区のネットカフェ等で過

ごし所持金が底をついて相談につながるケースや、社会的孤

立として、家族からひきこもりの家族の相談等があった。 

対応 情報提供のみ            ５７０件 

他機関への連絡・調整         ９３件 

（生活保護・生活福祉資金貸付・社会貢献・食糧支援・弁護

士相談など） 

支援決定・確認  支援内容（延べ件数・再プラン含） 

総合就職サポート          ３９件 

ハローワーク            １１件 

住居確保給付金（受給決定者） ４５件 

家計相談支援            ３件 

就労準備支援            ２件 

   認定訓練事業                  １件 

食糧支援 相談件数               ５０件 

フードバンク依頼             ３件 

社会貢献事業相

談・利用 

相談件数                 ２件 

利用件数                 ０件 

広報活動 ・大阪東公共職業安定所、区役所保健福祉情報コーナー、肢

体不自由者協会、区社協、子育てプラザ、東老人センター、

南老人センター、地域の会館等へのチラシの設置 
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・医療機関、コンビニエンスストア、ドラックストア、ネッ

トカフェへのチラシの配布、いきいき、包括連絡会参加と事

業周知。住居確保給付金相談者にチラシの配布 

活動の特徴 断らない相談支援の体制を強化するため、窓口でまず相談

を聞き、関係機関と連携できるように努めた。住居確保給付

金の相談や申請受付対応、求職活動報告への対応はコロナ禍

のなか増加状況から高値で継続している状況であったが、少

しでも制度が周知できるように中央区独自のチラシ、ポスタ

ーの配架先を拡充し周知を広げ広報活動を行った結果ネッ

トカフェや関係機関からの相談も増加した。 

また、支援調整会議の定期開催を充実させ、支援の内容を

共有することと、法人として地域課題を考えることができ

た。住むところがなく、窓口閉庁時間に来所する相談者への

対応が課題となっている。 

 

【年代別相談内容一例】 

１０代 ・アルバイトを探したい。 

・食べるものがない。 

２０代 ・住居確保給付金を申請したい。 

・退職後仕事が見つからない。 

・家賃の支払いができず、追い出される。 

・住むところがない。 

・食べるものがない。 

・体調が悪く仕事に行けない。収入がない。 

・失業保険が入るまでの生活費がない。 

３０代 

 

・ホームレス、ネットカフェ生活。宿泊先の提供希望 

・仕事が決まらず、ライフラインが止まる。 

・生活保護にはなりたくない。他に給付金を知りたい。 

・仕事がなく食べるものがない。 

・離職後必要な手続きを知りたい。 

４０代 ・家賃の支払いができない。 

・自立支援センターに入所したくない。 

・コロナの影響で倒産、離職した。 

・出産後住むところがない。 

・お金がなく、精神的に辛く生活保護を申請したい。 

・住居確保給付金を受給したい。 

５０代 ・仕事や転職について      
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５０代 ・家賃滞納・家賃やローンの支払いについて   

・葬儀費用がない。      

・子どもの学費が払えない。      

・病院に行きたいが保険証もなくお金がない。   

・家族との関係について      

・コロナ特例貸付償還免除・コロナ自立支援金について  

・仕事を見つけたくても日本語がわからない。  

・生活保護の相談をしたい。      

６０代 ・仕事がなく、収入がない。      

・体調が悪い。      

・ヘルパーのことで相談したい。     

・コロナの影響で客足もへり家賃等の支払いができない。  

・生活支援金・国民健康保険料、府民税支払いについて 

・コロナ特例貸付償還免除・コロナ自立支援金について  

・会社を解雇されたので、年金しかなく暮らせない。   

・生活保護を申請したい。      

７０代 ・住居確保給付金について     

・地域との関係について  

・住むところがない。     

・親族間の関係について  

・公共料金が支払えない。     

・入院費用について 

・病気になって生活できない。     

・生活保護の申請について     

 

 

Ⅷ あんしんさぽーと事業(日常生活自立支援事業) 

 

認知症、知的障がい、精神障がいなどにより、判断能力が不十分な方や金銭管理に

不安のある一人暮らしの高齢者で、大阪市内に在住し、かつ契約時に意思の確認がで

きる方を対象に、相談から契約、福祉サービス等利用援助及び日常的金銭管理、書類

預かりサービス等を実施しました。 

  ＜サ－ビス利用料＞ 

 金銭管理サービス 預かりサービス 

市民税課税者 １回 ９００円 年間 ３，０００円 

（月２５０円） 市民税非課税者 １回 ６００円 

生活保護受給者 無料 無料 
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＜利用状況＞ 

 
相談件数 

委任契約 

締結件数 

委任契約 

終了件数 

年 度 末 

利用件数 

認知症・高齢者等 １,４７２ ３ ４ ２５ 

知的障がい者等 １７８ ２ ０ ５ 

精神障がい者等 ２４０ ０ ２ ２ 

その他 ５６ ０ ０ ０ 

計  １，９４６  ５  ６ ３２ 

 

 

Ⅸ 生活支援体制整備事業 

 

介護が必要な状態になっても慣れ親しんだ地域で自分らしい暮らしを続けることが

できるよう、高齢者の健康寿命延伸に向けて日頃からの地域とのつながりづくりや社会

参加を促すために介護予防に関わる地域の集いの場づくりの後方支援を行いました。ま

た、ちょっとしたお困りごとを住民同士で助けあえる仕組み作りの検討をしました。 

区域において取組みを進めると共に、日常生活圏域における第２層生活支援コーディ

ネーターを配置し、より地域の特性やニーズに応じた取組みを進めています。 

 

〈実施内容〉 

１ ニーズ調査、地域資源の把握 

 ・地域活動一覧のデータ化 

・地域座談会の開催、参加 

 

２ 地域資源・活動の情報周知 

  ・中央区シニア知っトク帳更新準備、地域活動一覧冊子の更新準備 

  ・百のおたより年 1回発行 

 

３ 地域資源・活動の立ち上げ支援、継続支援 

  ・けん玉教室の開催 

  ・百歳体操の立ち上げ支援 

  ・フレイル予防ウォーキンググループの活動支援 

  ・ヘルスチェック 

  ・お試しボランティア活動の実施 

 

４ 多様な活動主体とのネットワークの構築・協働 

  ・第 1層協議体の運営及び協議体会議の開催 年 1回開催 
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（参加者）中央区役所、中央区地域包括支援センター、中央区北部地域包括支援 

センター、中央区東南老人福祉センター 

開催日 令和５年３月９日(木) 

      議 題  (1) 令和４年度生活支援体制整備事業の取組み報告 

          (2) ２層協議体について 

       

  ・第２層協議体の運営及び協議体会議の開催 

 ◇旧東区圏域 年３回開催 

  「地域にあったらいいな」を考える会 

開催日   令和４年１１月２１日(月) 

      開催場所 玉造会館 

      開催日   令和５年２月２０日(月) 

      開催場所 コーシャハイツ法円坂 

      開催日   令和５年２月２７日(月) 

      開催場所 南大江会館  

◇旧南区圏域 年５回開催 

  「生活支援活動」を考える会 

  ◇第１回 

   開催日  令和４年５月１８日（水） 

   議 題  他区の有償活動について知り中央区内の各アンケートから検討 

  ◇第２回 

   開催日  令和４年８月２５日（木） 

   議 題  お試しボランティア活動体験について提案 

◇第３回 

   開催日  令和４年９月８日（木） 

   議 題  お試しボランティア活動体験の基盤づくり 

《令和４年１１月 第 1弾 お試しボランティア活動開始》 

◇第４回 

   開催日  令和４年１２月１５日（木） 

   議 題  お試しボランティア活動報告と検討 

◇第５回 

   開催日  令和５年１月２６日（木） 

   議 題  第２弾 お試しボランティア活動について 

  《令和５年３～４月 第２弾 お試しボランティア活動開始》 
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Ⅹ 通所介護事業(デイサービス) 

 

介護保険のサービスとして、介護認定を受けられた方を対象に、入浴、食事の提供

やレクリエーションなどの機能訓練を行い、心身機能の低下を防ぐとともに、ご家族

の介護負担の軽減を図りました。 

 

(1) 事業内容 

   ① 入浴サービス        ② 食事サービス 

③ 生活指導(相談・助言等)   ④ 機能訓練、レクリエーション 

⑤ 健康チェック        ⑥ 送迎 

 

(2) 利用料 

介護報酬の告知上の金額(大阪市域適用額) 

   参考：要介護 1の場合、１日単位（７時間以上８時間未満）で８，４６８円（入

浴代含む) 自己負担分：８４７円（令和５年４月現在） 

食事代 ７００円 

 

(3) 利用状況（令和５年３月末現在） 

登録者数：４０名 

開設日数：２４６日 

介護度別延べ利用者数：３４１人 

    要支援１   ２２人   要支援２    ３３人 

要介護１   ７６人   要介護２    ６４人    要介護３   ２６人 

要介護４    １４人   要介護５     １０人 

 

 

Ⅺ 介護予防事業 

 

６５歳以上の高齢者を対象に、できる限り自分らしく生き生きと暮らしていただく

ため、生活機能の低下を防ぎ、要介護・要支援状態にならないよう介護予防事業を実

施しました。新型コロナウイルス感染の拡大により個別の対応も行いました。 

 

＜事業内容＞ 

大阪市なにわ元気塾（介護予防教室事業） 

６５歳以上の高齢者を対象に地域の集会所など参加しやすい場所で、創作活動

や運動、レクリエーションなど多彩なプログラムを行い自宅で閉じこもりがちな

高齢者の外出支援として実施しました。 
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① 登録者数              ２２９人 

② 開設回数 (会館)       １３２回 

  参加者数       １,６４５人 

 

※ 令和４年度はコロナの影響により、会館では少人数での開設をおこない、会館

でできない場合は別日を設けての開設など、感染予防に努めながらすべての会

館で実施しました。  ※渥美・芦池地域は合同開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅻ 地域包括支援センター事業 

 

地域の高齢者の方が、住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、関係機関や地域、行

政と連携しながら実施しました。新型コロナウイルス感染症対応も３年目に入り、会議

の多くはウェブ開催や集合型との併用等、工夫しながら開催しました。感染状況を見な

がら、徐々に地域に出向くことができるようになりました。 

 

１ 包括的支援事業 

(1) 総合相談支援 

高齢者やその家族からの介護・福祉の相談を総合的に受け、電話や訪問による

実態把握を行い、介護保険や福祉、保健、医療等必要なサービスにつなげるなど、

相談内容に応じた支援をしました。コロナ感染拡大の影響で昨年度は相談数が減

少しましたが、今年度は増加となりました。 

 

 

 

地域名 
登録者数 
（実人数） 

実施回数 
延べ 

参加者数 

桃 谷 ２２人 １２回 １４１人 

桃 園 ２９人 １２回 ２３４人 

東 平 ２８人 １２回 １８２人 

玉 造 ３３人 １２回 ２３０人 

南大江 ３７人 １２回 ２４３人 

開平東 １５人 １２回  １０４人 

金 甌 １５人 １２回 １３９人 

中大江 １４人 １２回   ８９人 

渥美・芦池 ８人 １２回 ５２人 

御 津 １３人 １２回 １０３人 

道 仁 １５人  １２回 １２８人 
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＜総合相談実績＞ 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

訪問・出張 84 73 95 59 65 67 58 70 88 80 63 69 871 

電話 357 303 358 378 388 327 402 406 480 434 452 400 4685 

来所 57 57 70 64 46 62 82 68 52 56 51 101 766 

その他 25 25 24 39 15 20 22 25 32 16 17 23 283 

合計 523 458 547 540 514 476 564 569 652 586 583 593 6605 

（相談実人数） ７８４人（前年度７３８人） 

（その他）   簡易な相談 ５１件（前年度７３件） 

 

＜相談内容の内訳＞  

 令和４年度 令和３年度 

家族・家庭問題  ２３４ １２７ 

経済・生活問題 １，５９５ １，８４３ 

介護サービスに関すること ２，８７０ １，９４８ 

介護予防サービスに関すること ７１５ ８５１ 

介護予防事業に関すること １４ ３４ 

福祉サービスに関すること ７０ ６４ 

保健・医療サービスに関すること ３８６ ３６７ 

虐待に関すること ４６１ ２２８ 

成年後見制度の活用に関すること １０８ １３３ 

生きがいづくり ７ ３ 

その他 １４５ １１３ 

 

(2) 虐待の早期発見・防止などの権利擁護 

虐待防止に取組みながら、高齢者虐待の相談、通報窓口として支援を行いました。 

① 虐待の早期発見・防止のための活動  

新規対応件数 １３件（内 虐待と判断５件、虐待と判断せず８件） 

② 成年後見制度の利用に向けた活動 

③ 消費者被害防止のための情報提供などの活動 

 

(3) 包括的・継続的ケアマネジメント支援 

高齢者に対し自立に向けた包括的かつ継続的なケアマネジメントが提供され

るよう介護支援専門員の後方支援を行いました。また、専門職の横のつながりや

職種を越えた連携強化のため、各種連絡会事務局として会議を開催しました。 
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＜会議開催・参加状況＞ 

地域ケア会議（個別ケア会議１７回 まとめケア会議２回 振

り返りケア会議２回 自立支援型検討会議１２回） 
３３回 

地域密着型サ－ビス運営推進会議への参加（グループホ

ームさざなみ松屋町、グループホームフレンド大阪中央） 
参加１回 

書面５回 

地域密着型デイサービス運営推進会議への参加・書面に

よる意見（区在宅サービスセンター、こころ上汐） 
参加３回 

その他ネットワーク構築のための会議開催及び参加 １３６回 

地域包括支援センター区運営協議会（活動報告会を含む） ４回 

サービス利用調整会議（高齢者虐待） ４３回 

地域等との関係づくり ３４回 

 

＜包括的継続的ケアマネジメント＞ 

介護支援専門員個別相談件数 １，２３８件 

居宅介護支援事業者連絡会（連絡会６回・幹事会６回） １２回 

介護支援専門員への研修会 １８回 

主任介護支援専門員研修会 ５回 

新人介護支援専門員向け研修会 わかばタイム  7回 

 

＜その他ネットワーク構築のために開催した会議・参加した会議＞ 

訪問介護事業者連絡会/訪問看護事業者管理者会/通所介護事業者連絡会/グルー

プホーム連絡会/障がい者高齢者虐待防止連絡会議/障がい者生活支援センターい

きいき連携会議/地域福祉コーディネーター連絡会/認知症施策推進会議、中央区

在宅医療介護連携相談支援室情報交換会議/在宅医療・介護連携推進協議会会議 

など 

 

(4) 第 1号介護予防支援事業 

要支援と認定された方が介護保険サ－ビスを利用される際のケアマネジメン

ト業務を実施します。インフォーマルサービス情報の共有などを通じて要支援者

が自身の能力を最大限生かしつつ在宅生活を送れるよう支援しています。 

 

 

第１号介護予防支援ケアプラン作成数        

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

包括作成 23 23 25 23 24 27 24 26 29 30 28 31 313 

一部委託 95 95 98 92 92 92 88 86 89 85 81 84 1,077 

総 数 118 118 123 115 116 119 112 112 118 115 109 115 1,390 
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２ 出前講座・相談会・座談会 

コロナ感染拡大の波をぬって、あるいは感染予防をしながら開催しました。集合

形態ばかりではなく、会館に来られた方に声をかけつつ啓発リーフレットを渡すな

ど自宅で学びを深めてもらえるよう工夫しました。また高齢者の課題の共有、福祉

コミュニティの形成に向けて地域住民が話し合う場として座談会を開催しました。 

＜出前講座＞ 

地域 開催日 テーマ・内容 主な参加者 人数 

桃谷 ７月２３日 熱中症と感染症について 歌声のつどい参加者    ２２ 

桃谷 ８月２３日 体力測定・健康づくり、包括の周知 桃谷ヘルスチェック参加者    ３５ 

桃谷 １１月１５日 包括支援センターって！？ 地域住民    ３２ 

桃谷 １１月２２日 体力測定・健康づくり、包括の周知 桃谷ヘルスチェック参加者    ３９ 

桃谷 ２月２８日 体力測定・健康づくり、包括の周知 桃谷ヘルスチェック参加者    ４４ 

東平 ３月２４日 体力測定・健康づくり、包括の周知 東平ヘルスチェック参加者    ４１ 

金甌 １０月 ４日 包括周知、食事チェックシート ふれあい喫茶、スマホ教室    １３ 

金甌 ３月１３日 フレイル予防 百歳体操参加者    １３ 

渥美 １０月１２日 包括周知 介護予防教室参加者      ７ 

芦池 ６月１７日 シニア知っ得帳、熱中症チラシ配布 百体体操参加者     ９ 

芦池 ９月２１日 認知症サポーター養成講座 住民、ネイリスト協会    ２０ 

御津 １０月３日 フレイル予防について 百体体操参加者    １１ 

大宝 ６月１６日 シニア知っとく帳、熱中症チラシ配布 サイエンス・カフェ参加者    ２２ 

大宝 １０月２１日 包括周知 サイエンス・カフェ参加者    １７ 

大宝 ３月１７日 フレイル予防チラシ配布 サイエンス・カフェ参加者    １２ 

道仁 １０月１１日 介護保険ついて 百歳体操参加者    ２２ 

高津 ９月 ２日 熱中症チラシ、シニア知っ得帳配布 食事サービス参加者    ６８ 

高津 ９月 ４日 「認知症の対応について」 ふれあい喫茶参加者    ６３ 

高津 ９月 ９日 シニア知っ得帳配布、食事チェックシート 食事サービス参加者    ６８ 

高津 ９月１６日 緊急通報システム、悪質商法について 食事サービス参加者    ７１ 

高津 ９月３０日 高齢者虐待、防火について 食事サービス参加者    ６９ 

精華  ６月２５日  包括周知 町会長会議参加者     ２３  

河原 １１月１０日 包括周知 介護予防教室参加者      ７ 

合計  ７２８ 

介護予防ケアプラン作成数        

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

包括作成 28 32 35 40 46 49 49 51 54 50 50 54 538 

一部委託 214 204 206 198 187 182 182 173 171 168 165 165 2,215 

総 数 242 236 241 238 233 231 231 224 22 218 215 219 2,753 
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＜座談会＞ 

地域 開催日 内容 開催場所 人数 

桃園 
 

  ５月２０日 第２２回 桃園座談会 桃園会館     １４ 

  ８月１９日 第２３回 桃園座談会 桃園会館     １７ 

  ２月１７日 第２５回 桃園座談会 桃園会館     １７ 

  ７月１５日 
桃園地域見守り声かけ訓練                

第１回実行委員会 
桃園会館       ７ 

  ９月２１日 
桃園地域見守り声かけ訓練                

第２回実行委員会  
桃園会館       ８ 

 １０月２１日 第６回 桃園地域 見守り声かけ訓練        桃園会館    ３３  

桃谷 

  ５月２８日 桃谷地域見守り会議 中央区在宅 SS    ２３ 

 １０月  ６日 桃谷地域北西町会見守り会議 中央区在宅 SS    ２１ 

 １０月１４日 桃谷地域見守り会議 中央区在宅 SS    ２２ 

 １２月 １日 桃谷地域北西町会見守り会議 中央区在宅 SS    ２２ 

  ２月１６日 桃谷地域北西町会見守り会議 中央区在宅ＳＳ    １９ 

  ３月２３日 桃谷地域見守り会議 中央区在宅 SS    ２０ 

大宝   ５月２０日 第１回 大宝ふれあいこみっと  大宝会館    １６ 

高津 

 １１月１１日 高津ふれあいサミット打合せ ドーム高津    １０ 

２月  ７日  高津ふれあいサミット打合せ ドーム高津    １１ 

   ２月２５日 第３回高津ふれあいサミット ドーム高津    ２２ 

   ３月  ７日 高津ふれあいサミット振り返り ドーム高津      ８ 

合計  ２９０ 

 

＜行事やイベント、事業所での周知・啓発＞ 

場所 開催日 内容 対象 人数 

南老人福祉センター ８月３０日 出前講座「介護予防体操」 センター利用者 １２ 

中央区在宅 SC ３月１５日 出前講座「認知症について」 医療生協桃谷支部 
 ２１  

オンライン開催 ３月１６日 認知症サポーター養成講座 病院ボランティア協会 １４ 

合計  ４７ 

 

３ 家族介護支援事業関係 

(1)  家族介護支援事業 

映画上映会を Web配信及び会場で実施しました。 

内容 実施日 参加人数 

映画上映会 「徘徊ママリン８７歳の夏」 ８月９日 
オンライン ４２名 

会場    ４７名 
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(2) 家族介護の会「やすらぎ」 

毎月第１水曜日 計１１回開催 

高齢者を介護する家族等が集まり、福祉サービスや自主防災、ストレッチ体操

など各回に役立つテーマを取り入れ、相互の情報交換や専門職による勉強会を行 

いました。 

 

４ 中央区認知症高齢者支援ネットワーク連携会議（ＣｏＣｏネットちゅうおう） 

認知症になっても安心して地域で暮らし続けられるまちづくりのため、関係者が

情報や現状、課題を共有し、取組みを行っています。 

(1) 会議 

 開催日 人数 

第１回   令和４年５月３１日（火） １６ 

第２回 令和５年１月１７日（火） １９ 

    

(2) 認知症講演会 

開催日  令和４年９月１３日（火） 

場 所  中央区民センター及び Web配信で開催 

内 容  講演「認知症についての心構えあれこれ」 

講 師  ほくとクリニック 深尾 晃三氏、中出 陽人氏 

対 象  区民 

参加者  ３６名（会場１８名、オンライン１８名） 

 

５ 大阪市中央区地域ケア研究集会 

平成２３年度より、中央区内の医療・介護の多職種連携強化をめざして研修会

を開催しています。（オンライン、会場のハイブリッド形式で実施） 

開催日  令和４年１２月３日(土) １４時～１７時  

内 容 第１部 講演「脳卒中！ならへんためになってしもたら」 

         講師 国立病院機構大阪医療センター 山上 宏氏 

第２部 事例・活動報告「脳卒中の方の在宅生活を支えるケア・リハ  

ビリ・予防のとりくみ」 

     第３部 グループワーク「脳卒中の方を支える地域連携」 

対 象 中央区にて医療・福祉に携わる専門職 

参加者  １５２人 
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６ 地域包括ケア実現に向けた地域・多職種連携会議 

  ＜地域診断会＞ 

開催日 内容 開催場所 人数 

５月１９日 ・多職種情報交換 

・地域に向けた取り

組みの検討、開催 

区在宅 SC １４ 

９月１５日 区在宅 SC １２ 

１月１９日 区在宅 SC １３ 

３月１６日 区在宅 SC １２ 

 

＜生活支援体制整備事業 協議体＞ 

開催日 会議名/その他 人数 

５月１８日 
第１回 第２層 協議体会議 

生活支援活動について考える会 
１０ 

８月２５日 
第２回 第２層 協議体会議 

生活支援活動について考える会 
１２ 

９月８日 
第３回 第２層 協議体会議 

生活支援活動について考える会 
６ 

１２月１５日 
第４回 第２層 協議体会議 

生活支援活動について考える会 
１０ 

 

 

ⅩⅢ 老人福祉センタ－管理運営事業 

中央区社会福祉協議会は、大阪市より平成３１年４月からの５年間、東・南老人福祉

センタ－２館の指定管理者の指定を受け、管理運営を行っています。 

「高齢者が住み慣れた地域で、生きがいを持って、安全・安心に暮らせるまちづくり」

の実現を、法人と一体となって、地域の高齢者（６０歳以上の方）が健やかで、明るい

生活を送っていただけるよう、生きがいづくり、健康づくり、仲間づくり、社会参加と

地域福祉活動の拠点としての役割を果たしています。 

令和４年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で、利用者同士が接触したり飛沫感

染の恐れがある同好会は休止になりましたが、それ以外の同好会は、感染対策を万全に

して活動しました。また生きがいと健康づくり推進事業については、「いきいき発表会」  

「一休グラウンド大会」「ウインタ－コンサート」「落語を楽しむ会」の４つの合同事業

を人数制限したうえで実施し好評でした。その他、令和４年度の取り組んだ事業は次の

とおりです。 
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●重点的に取り組んだ事業 

（１）高齢者の生きがいづくりと地域活動への参画支援 

（２）健康づくりと介護予防の促進 

（３）相談・情報機能の充実 

（４）世代間交流の推進 

（５）合同事業と生きがいと健康づくり総合推進事業の推進 

 

＜施設利用状況＞ 

１ 中央区東老人福祉センタ－ 

   延べ利用人数  １０，２５１人（内訳男：２，４８９人 女：７，７６２人） 

 

内  容 回数 参加人数 備  考 

生きがいづくり活動 ５５９ ６，０９９人  

 センタ－主催 講座・講習会 ３６  １，５６０人 脳トレ,すこやかマッサ－ジ

ラジオ体操等 

同好会活動支援 ４１８ ３，８３１人 水墨画 木版画 詩吟 俳句

他３５同好会 

生きがい探求講座 １０５ ７０８人 ボランティア、グラスアート、

絵手紙他 

世代間交流事業   ２ ７１人 冬のおまつり（対面なし掲示

板での実施）クリスマス会 

健康づくりと介護予防の促進 ３１８ ２，５７０人  

 在宅医療 ４ ７１人 東医師会 

健康づくり講座 １１ ２２４人 介護予防教室、ヤクルト健康

セミナ－、認知症は怖くない

等 

健康体力づくり行事 ３０３ ２，２７５人 歴史と健康ウォ－キング  

シニアエクササイズ,百歳体

操他 

総合相談講演会 １ １０人 ゼロコンテスト表彰式,講話

「交通安全講習会」他 

合同行事 ５ ３４７人  

合同行事 ５ ３４７人 いきいき発表会、囲碁・将棋

大会、コンサート、上方落語

等 

その他行事 ８ １５３人 お誕生会、落語会他 

施設利用等   ― １，００１人 老人クラブ会議 来館者他 

総   数 ８９３ １０，２５１人  
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２ 中央区南老人福祉センター 

延べ利用人数  ９，３６５人（内訳：男２，５１９人 女：６，８４６人） 

 

分 類 回数 参加人数 備 考 

生きがいづくり活動 ５９７ ４，３７９人  

 センタ－主催 講座・講習会 ２９８ ２，４２９人 シニア向けスマホ講座、数独 

同好会活動支援 ２９６ １，９０８人 教室１２、同好会２他 

生きがい探求講座  ３ ４２人 高齢者の食生活について他 

世代間交流事業 １５ ４６３人 おもちゃ病院、将棋大会他 

健康づくりと介護予防の促進 ３５１ ２，６６２人  

 健康づくり講座 ６ １０７人 腸活元気チャレンジ 

健康体力づくり行事 ３４５ ２，５５５人 ウオ―キング、百歳体操他 

合同行事  ５ ３５１人  

合同行事  ５ ３５１人 囲碁将棋大会他 

その他行事 １３ １７９人 弦楽四重奏による生演奏他 

施設利用等 ― １，３３１人 老人クラブ連合会会議、業者他 

総 数 ９８１ ９，３６５人  

 

 

ⅩⅣ 子ども・子育てプラザ事業 

 

大阪市子育て活動支援事業他２事業<中央区>を、大阪市より令和４年から５年間受託

し「中央区子ども・子育てプラザ」を運営しています。 

前年の令和３年度は新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から大きな制限下での

運営でした。令和４年度は定員の微増や制限していたイベントの開講など、徐々に活動

を広げた１年となりました。 

 

１ 子育て活動支援事業 

区内の子育て活動者と協働で作成する「わいわいねっと新聞」を中心に継続的に情報

の提供発信に努めました。編集会議のメンバーが増え、課題検討もできました。 

親子で楽しむ内容（音楽や体操、英語等）、初めてのお産を迎える夫婦を対象にした

内容の講座を幅広く開講しました。小中学生の自由な遊び場での利用者は令和３年度が

９４２人から令和４年度は１，６５１人に増えました。 

 

項 目 累 計 

(1)子育て情報の収集・提供（発行部数） 発行部数 ３９，１４９部 

(2)自主的な子育て活動支援 支援回数 ３６回 

支援人数 ３４３人 
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(3)子育て中の親子の支援 相談件数 ２１件 

支援回数 １２４回 

支援人数 １，２４７人 

(4)児童の健全育成支援 支援回数 ３４９回 

支援人数 １，６５１人 

(5)地域関連事業 事業・行事数 ２８回 

参加人数 ６７３人 

(6)その他（区事業） 事業実施回数 ７９回 

参加人数 １，８１８人 

(7)その他（一般利用） 利用回数 １９９回 

参加人数 

来館対応人数 

２，３９３人 

２７８人 

 

２ ファミリー・サポート・センター事業 

子育てを支援してほしい依頼会員と子育てを支援する提供会員の会員制による、有償

ボランティアのコーディネート事業です。依頼・提供のペア数は令和３年度が６６件か

ら令和４年度は１００件に増えました。 

 

項 目 累 計 

(1)サブリーダー会議 実施回数 ３回 

(2)交流会・学習会 実施回数 ２回 

参加人数 ３１人 

(3)会報の発行 発行部数 ９６０部 

(4)来館対応 来館対応人数 

（内ペアリング件数） 

９２４人 

（１００件） 

 

３ 地域子育て支援拠点事業 

乳幼児とその親の交流の場では、年度途中から午前・午後の２枠とも２５名満員とな

る日も多く令和３年度の４，８２０人から令和４年度は７，２３５人と大幅に増加しま

した。それに伴い相談件数も令和３年度の６０８件から令和４年度は１，０１５件と増

加しました。発育や子育て中の悩み等に寄り添い必要に応じて情報提供や専門窓口へと

つなぎました。 

 

項 目 累 計 

(1)交流の場の提供と促進 参加人数：大人 ３，５８０人 

参加人数：こども ３，６５５人 

開設日時 ２４５日 
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(2)相談と援助 相談件数 １，０１５件 

(3)子育て支援講習 実施回数 ５２回 

(4)ブックスタート 実施回数 １２回 

 

１.２.３事業利用人数総計 16,593 人 

 

 


